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令和 4 年 5 月 27 日 

各   位 

上場会社名  株式会社ナカノフドー建設 

 代表者名  取締役社長  竹谷 紀之 

    （コード番号 1827 東証スタンダード） 

問合せ先   経理部長    前澤   孝 

（TEL 03-3265-4664） 

 

業績予想の修正及び剰余金の配当に関するお知らせ 

令和３年８月12日に公表した令和４年３月期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。又、本日開催の取締役会において、令和４年３月31日を基準日とする剰余金の配当について

決議いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

                       記 

１．業績予想の修正について 

（１）令和４年３月期通期連結業績予想数値の修正（令和３年４月１日～令和４年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

          

前回発表予想（Ａ） 

百万円   

102,000 

百万円 

0 

 百万円  

100  

百万円  

△1,000 

円 銭 

△29.10  

今回修正予想（Ｂ） 96,000 △1,000 △800  △1,650  △48.01  

増減額 （Ｂ－Ａ） △6,000 △1,000 △900  △650   

増減率 （％）  △5.9 － －  －   

(ご参考)前期実績 

(令和３年３月期) 
116,046 1,622 1,818  369  10.75  

 

（２）修正の理由 

 令和４年３月期の連結業績につきましては、当社の海外連結子会社、タイナカノにおける       

不適切な会計処理に関連する内部調査委員会による調査が継続中の為、決算が確定しておりません

が、現時点での集計に基づき令和３年８月 12 日に公表した売上高及び各利益の見通しを修正いたし

ました。 

     連結業績予想における売上高は、海外の受注が想定を 170 億円下回った事により約 40 億円減少し

た上、国内で計画変更による着工遅延や工事中断等の影響もあり、連結では前回公表値より 60 億円

減少の 960 億円程度となる見通しです。 

利益面では、国内の営業利益は、工事粗利益率の改善(9.0%→9.6%)や一般管理費の削減により   

従来予想を約１億円上回る見込みですが、海外の営業利益が、売上高の減少により約２億円、資材価

格の高騰に伴う工事損失引当金の追加計上により約３億円、大型工事等における工事原価の増加に

より約 4.5 億円、円安による赤字額の増加約 1.5 億円等により、従来予想より約 11 億円減少する  

見込みとなり、連結営業利益は従来予想より約10億円減少する予想です。経常利益につきましては、

外貨預金の為替益が約１億円加わり、従来予想より９億円の減少となり、又、特別損益で海外現地法
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人の資産に関する減損損失を約１億円計上致しますが、過年度法人税等の還付や非支配株主に帰属

する損失により、親会社株主に帰属する当期純利益は従来予想より 6.5 億円程度の減少となる見通

しです。 

   なお、令和４年４月 12 日に開示いたしました「内部調査委員会の設置及び令和４年３月期決算発

表の延期に関するお知らせ」で、総額約 2.4 億円の追加原価の計上が必要としておりますが、現在ま

での調査で追加原価の総額は増加しておりません。又、令和４年３月期の業績予想では約 0.3 億円

の追加原価を計上しており、その他は過年度損益の修正となる見込みですが、内部調査により年度毎

の影響額を確認中です。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  

  

２．剰余金の配当について 

（１）配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

(令和4年2月14日公表) 

前 期 実 績 

(令和3年3月期) 

基  準  日 令和4年3月31日 同 左 令和3年3月31日 

１株当たり配当金 10 円 00 銭 14 円 00 銭 12 円 00 銭 

配 当 金 総 額 343百万円 ― 412百万円 

効 力 発 生 日 令和4年6月30日 ― 令和3年6月30日 

配  当  原  資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

（２）理 由 

    当社は、令和４年３月期の決算が確定しておりませんが、現時点までの内部調査では、今回開示

した業績予想が今後大幅に変動することは無いと思われますので、利益剰余金の状況を勘案（令和

３年12月末現在、個別188億円、連結288億円)、時期を遅らす事なく、株主の皆様に配当すべきとの

判断から、剰余金の処分を株主総会でお諮りすることといたしました。 

但し、当社は株主の皆様に対する利益還元と財務体質の更なる強化を基本課題とし、業績と将来

の見通しを総合的に勘案して配当する方針としており、令和４年３月期の配当予想につきましては、

１株当たり14円としておりましたが、今回の業績予想の修正を踏まえ、誠に遺憾ではございますが、

従来予想より４円減配し、１株当たり10円とさせていただきます。なお、本件は令和４年６月29日

開催予定の第80回定時株主総会の決議をもって正式に決定、実施する予定であります。 

 

(ご参考)年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期  末 合  計 

令和４年３月期 ― 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

前 期 実 績 
(令和3年3月期) 

― 12 円 00 銭 12 円 00 銭 

以 上 


